
 

６６６６月月月月２９２９２９２９日日日日（（（（火火火火））））東京開催東京開催東京開催東京開催  具体的具体的具体的具体的なななな実務例実務例実務例実務例によるによるによるによる要点解説要点解説要点解説要点解説    

ＩＦＲＳＩＦＲＳＩＦＲＳＩＦＲＳ実務対応実務対応実務対応実務対応ポイントポイントポイントポイント    
先行企業の事例事例事例事例をもとにをもとにをもとにをもとにＩＦＲＳの実務を理解する 

� IFRS とととと日本基準日本基準日本基準日本基準のののの主要主要主要主要なななな相違相違相違相違点点点点をををを網羅的網羅的網羅的網羅的にににに理解理解理解理解するするするする‼‼‼‼     
� IFRS をををを先行先行先行先行適用適用適用適用しているしているしているしている欧州会社欧州会社欧州会社欧州会社のののの会計実務会計実務会計実務会計実務をををを紹介紹介紹介紹介 ‼‼‼‼     
� IFRS 導入導入導入導入プロジェクトのプロジェクトのプロジェクトのプロジェクトの実務実務実務実務ポイントをポイントをポイントをポイントを理解理解理解理解するするするする‼‼‼‼     
 

2015〜16 年を目標に国内上場企業に対して国際財務報告基準（IFRS）の

適用が義務付けられることがほぼ確実となってきました。IFRS による財務

報告ルールの変更は、経理業務のみならず、経営管理のあり方や経営者の経

営判断プロセスにまで影響を及ぼすことも数多くあります。 

本セミナーでは、既に導入が進んでいる欧州企業などの事例も織り込みな

がら IFRS による影響が大きい会計項目の概要のほか、IFRS 導入により変革

が迫られる管理会計の手法、日本企業による IFRS 導入プロジェクトの実務

ポイントなどについても、具体的具体的具体的具体的にににに実務例実務例実務例実務例をふんだんにをふんだんにをふんだんにをふんだんに紹介紹介紹介紹介することですることですることですることで、、、、

実感実感実感実感をもってをもってをもってをもって理解理解理解理解できるようできるようできるようできるようにににに解説いたします。是非、ご参加ください。 

 

日 時 
6 月 29 日（火） 

10:00～17:00  

 講師紹介 
株式会社東京国際会計 代表取締役 

株式会社 BizNext 代表取締役 

公認会計士 米国公認会計士 

岡村岡村岡村岡村    憲一郎憲一郎憲一郎憲一郎 氏 
 
1993 年公認会計士 2 次試験合格、大手

監査法人の国際部に勤務し、PwC ニュー

ヨーク事務所駐在後、2007 年に独立。 

国内大手企業の IFRS 導入コンサル、外

資系会社の IFRS および米国基準に基づ

く財務諸表作成支援を行う。日本公認会

計士協会（東京会）会計委員会の副委員

長を務め、各種実務セミナー講師として

も活躍中。 

（著書）「IFRS初度適用の実務」（中央経済

社）、「欧州先行企業に学ぶ IFRS の実務」

（税務経理協会）共著 

受講料 

会員29,000円 読者34,000円 

一般39,000円 

（テキスト、書籍『IFRS初度適用の実

務』(中央経済社刊)、昼食代、消費税

込み） 
※この研修会は無料クーポン適用対象講座で

す。専用の用紙でお申し込みください。 

申 込 

方 法 

申込書に記入の上 FAX して下さい。折返

し受講票と請求書をお送りいたします。 

会 場 

及 び 

申込先 

税務研究会・実務研修センター 

〒101-0061 千代田区三崎町 2-20-9 

TEL.03-3264-6107 

FAX.FAX.FAX.FAX.0120012001200120----67676767----2209220922092209    
 

税務研究税務研究税務研究税務研究会会会会・・・・実務研修実務研修実務研修実務研修センターセンターセンターセンター 
〒101-0061 千代田区三崎町 2-20-9 

TEL.03-3264-6107 

FAX.0120-67-2209 



主主主主    なななな    研研研研    修修修修    内内内内    容容容容    
 

第第第第１１１１部部部部    IFRSIFRSIFRSIFRS のののの国際的動向国際的動向国際的動向国際的動向とととと日本日本日本日本のののの状況状況状況状況     ・引当金、偶発債務への影響 

・収益認識への影響と販売戦略への影響 

・外貨換算方法への影響と海外事業への影響    (1)米国会計基準と IFRS との統合プロセス 

(2)日本における IFRS とのコンバージェンス 

(3)日本における IFRS 強制適用までのステップ 

(4)日本における先行企業の現状と課題 

第第第第４４４４部部部部    
IFRSIFRSIFRSIFRS にににに対処対処対処対処するためのするためのするためのするための勘所勘所勘所勘所はははは何何何何

かかかか？？？？    
(1)「リストラ後のV字回復決算」を描くためには？ 

(2)のれんの減損リスクに備えるために企業は何

をすべきか？ 

(3)IFRS で拡充する投資家向けの開示情報とは？

経営者は何に気を付けるべきか？ 

(4)2011 年に向けて大きく変化する IFRS 会計基準

のポイントとは？ 

(5)IFRS 時代における経理部の役割 

(6)IFRS における外部監査人の視点と監査のポイ

ント 

第第第第２２２２部部部部    IFRSIFRSIFRSIFRS 基本財務諸表基本財務諸表基本財務諸表基本財務諸表のののの作成実務作成実務作成実務作成実務    

(1)財政状態計算書の特徴 

(2)包括利益計算書の特徴 

(3)会計方針、注記事項の特徴 

(4)欧州企業の財務諸表作成実務 

(5)欧州企業における会計方針の選択実務 

第第第第３３３３部部部部    IFRSIFRSIFRSIFRS のののの特徴特徴特徴特徴とととと日本基準日本基準日本基準日本基準とのとのとのとの差異差異差異差異    

(1)IFRS 導入時における財務インパクトの分析

（欧州企業の事例分析）  

(2)IFRS が標榜する B/S 重視の時価主義会計の 

概要 

(3)IFRS 減損会計の特色と留意点 

(4)IFRS による主な影響 
・固定資産への影響（減価償却方法、固定資産の減

損） 
・企業結合会計、連結決算への影響 

・金融商品会計への影響（厳格な有価証券の減損判

定、複雑化するヘッジ会計）    

第第第第５５５５部部部部 
IFRSIFRSIFRSIFRS 導入導入導入導入プロジェクトのプロジェクトのプロジェクトのプロジェクトの実務実務実務実務ポポポポ

イントイントイントイント 

(1)IFRS 導入プロジェクト開始にあたり、経理担当

者が経営者に伝えるべきこと 

(2)IFRS 導入プロジェクトを成功させる為に 
・実務工程表づくりのポイント 

・IFRS 会計マニュアルの作成ポイント  

・情報システムに与える影響 

・検討すべき管理会計上の課題    

No.113624 「「「「ＩＦＲＳＩＦＲＳＩＦＲＳＩＦＲＳ実務対応実務対応実務対応実務対応ポイントポイントポイントポイント」」」」研修会申込書 

今後今後今後今後 FAXによるによるによるによる案内案内案内案内をををを希望希望希望希望するするするする方方方方のみのみのみのみ FAX番号番号番号番号をごをごをごをご記入下記入下記入下記入下さいさいさいさい 

お客様コード         －－－－         W e b用 

郵便番号 〒 所在地  

フリガナ  

会社名  

所属部課名  

フリガナ   

氏名   

TEL  FAX  e-mail  

業種  資本金 万円 決算期 月 社員数 人 

税理士番号  所属税理士会支部  振込先金融機関 銀行・郵振・当日持参 

申込担当者 部署・氏名  

通信欄  
 
個人情報保護方針個人情報保護方針個人情報保護方針個人情報保護方針についてについてについてについて::::ご記入頂きました個人（法人）情報につきましては、当社商品の案内やセミナー開催に関する情報を提供する以外の

目的では利用いたしません。また、登録情報は厳重に管理し、第三者に開示することは一切ございません。 

税研・実務研修センター  行 http://www.zeiken.co.jp/   FAX 0120-67-2209 
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